


初期条件としては、実,験結果と用しヽること

にした。なお安定条件にダ=`鍬を与える

と4ι=′θ%秒 となるが、そ全とるえて
′θ5秒としてぃる。非足常,子の受理孟境界働

ι比較すると全体的r」境界歯形状′塩水契

え端位置どιに解祈結果(点線)と実験結果

ιま非常によ〈一致していることがわがる

また自由地下水面の形状とマ/X―夕の読みが

ら推定すると、実験開燿燿絲9″分では1ご一

定値にrJる。図-4に は̀θ分時の実験結果

だけと承してぃるが、解析結紀 同一線上

に掲びれる。次に図-5は 塩水楔の脅1除過

程につ| てゝネしたしのであり、解祈l」2/θ

分時の解析緒呆と初期条件とιている。こ

の解析結果と実験結果と比較すると両者の
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図-4史 彫ンこと解有M直の比卑交鰻刷

Ht=3860m(1tfflr140.30q) trlF Ff;

“E3::驚

違t)は人さく、鷹材熊結果は全体的に境界面

の後退と逮〈与える傾向にあることがわが

る。特に2/θ分時が52“ 分時にがりての

海lp嘘界での波水流ム幅の移動ががrd‐り大きく

算ムされており、その道いがその後の境界面形
状に人ざく影響しているようにみうり5れる。

次に図一δは砂層内ざ粧 した竜導度と用い

て欄ぃたιので ぁ5がじめ淡水て
゛
飽和びせた

時の‐2」え値とθ/どし、実験中lて塩水領咸,G含

まれた時の最大値と/θθ%と換算して橘しヽてぃ

る。全体的rd噸向としてとうえると、淡塩境界

面が侵入してきて測定点が塩水領域に含まれる

場合、電導度は急激に増タロして′θθ%近くに達するが、淡塩

境界面がヽ 除されて淡水領域lι ιどる場合′/程度の電導度
への減少|また時ralで行Jゎれるιのの それ以下の減少は長
時間とぞする結果とばってレ`る。夕」えば.″θ4のプローブで
は27θ分時の“7%が532θ分時に/7%に 減少し、3つ分

時にθ2/,4″ 分時にθ//となり47θ分時で0ノに回復している。これらの回復のイズ能は塩水領威に含ま糸
る継統時間!ζよって変化することし考え5れるし、実際上は数潅 度の低滋 の残留塩分が働如てr」

―
るであろう

が、今E・Ilの実験′5は.ス外に塩分の除ムが速しヽ̀ F象と受けた。
5.あ とがさ

今後は 史麻地盤への適用と考えてみたし、。なお本計算は 九川大学大型計算機センターrd‐うびに東和大学計
算機センターで行ったるのである。
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